
[薬師寺金堂]見学レポート

        大講堂より金堂を望む（左が東塔、右は西塔）





大岡實直筆の復元平面図





正面立面図





錣葺案もある

大岡實直筆の復元平面図





















地円飛角の垂木

金堂の鴟尾



大棟の鴟尾



さまざまな計画案

左上 六ツ割

左下 妻面三ツ割（錣葺）

上 七ツ割（錣葺）



（インターネットより引用）



「斑鳩の匠　宮大工三代　西岡常一/青山茂」より引用



薬師寺金堂復元設計の意図（大岡實「日本の建築」より）



「斑鳩の匠　宮大工三代　西岡常一/青山茂」より抜粋

（西岡） 大岡実さんの基本設計はできておるけれども、具体的に新たに実施設計というやつをそれらの実測調査（東塔の規矩・木割等の実測調査の

ことをさす）をふまえて、もういっぺんしてみよう、とそういうはなしやったんですな。

（青山） 第一次の設計図というのは、大岡実先生のはじめの基礎設計をもとにして、浅野清先生と現場棟梁の西岡さんが、塔を実測調査した
のを参考にしてつくられた実施設計ということですね。

（西岡） ところが東塔の図面と第一次の実施設計図とをくらべてみますと、金堂の棟の高さが塔の高さの六割五分ぐらいになるんです。そう
すると、鴟尾をつけるとすれば、塔の露盤の下まで鴟尾がいってしまう。それは待てよ、なんぼなんでも東西っ両方に塔があっても、
これではちょっと不均衡や。いろいろ考えた結果、東西両方に塔があるんやから、結局は塔の三重の屋根の下と金堂の棟とがつな
がるというのが伽藍として調和するやないか。高さとしてはそのくらいのもんじゃないかと思うて、だいたいそれくらいにして寸法を
測ってみますと、約六割になるんです。塔のな。私はこういう考えをもっているんやがそれぐらいでどうでっしゃろうか、ということを
いいましたら、大岡先生が第一番に賛成されて、そうだぼくもそう思っているんだ、第一次の実施設計ではちょっと高すぎる、なんとか
これを低くすることはできんかと思っていたんだ、という。ところが、この第一次の実施設計図は精密に実測したデータを積み上げた
もんやから、どこか一ヵ所で下げるというところがありませんのや。それでいろいろ工夫をして棟をちょっと下げ、ほうぼう寸法を少し
ずつ小さくして一メートルほど下げたんですわね。

（青山） あの模型（薬師寺金堂の十分の一の模型）をその当時、私も二、三度見せていただいたし、現在も残っておりますが、それを見ると、二層目と
いうんですか、上層部で、柱間の数とか屋根の形式、軒の納まりぐあいなどをそれぞれ各方向別々の違う形式にしてある、あれを
ちょっとくわしく説明していただきたいんですが。

（西岡） あれはね、やっぱり学者の先生方の意見の相違でね、ああなったんですわ。浅野さんは妻のほうが狭いんでもう一間ふやして、
ちょっとでも奥行きを広うしようという感じ。実際、妻のほうから見ますと狭い感じなんです、あの金堂。だから真東のほうから見れば、
塔が二つあるように見えるというんで、少しでも幅を大きく感じさせるために、そういうふうに考えられたんですけどね。

（青山） それには柱もふやすわけですね。一筋多く。

（西岡） ええ。そのほうが木組みのうえではぐあいがいいんです。真中一つよりも、柱二本にしたほうが木を組むうえではぐあいがいい。内部の
組み方が。ところが太田先生なり大岡先生なり、いろいろな先生方の意見では、それはどうもおかしい、と。下の柱から上の柱は少し
ずつなかへ寄って立っていくのがふつうやと。ところが一間ふやすと、上の柱のとおりが外へ寄ってしまう。それでは格好が悪いという
意見です。だから、模型の東西の妻は、その二つの意見によって形式を違えてつくってあるんです。そして結局は一本抜いて一間へら
した形式で建てることに決定したわけです。模型ではそんなにわかりませんけれど、実際にやっぱり出来上がってみると、一間少ない
ほうが安定感があります。こまこまするとコチャコチャしすぎてかえって悪いですな。



（西岡） 屋根の形式は、大岡先生は玉虫厨子にならって錣葺きにと、白鳳は錣葺きやろというんで錣葺きを主張されたんですけど、法隆寺の
金堂も、学会では以前は錣葺きやということになっていたんですけれど、やっぱり入母屋であった。だからだいたい法隆寺の金堂も
白鳳やし、これも白鳳やから入母屋のほうがいいんじゃないかということで入母屋にした。それから妻に関しては、法隆寺の金堂が
非常に参考になっとるわけですな。そして設計の段階で同時代の、いまの海竜王寺の五重小塔とか白鳳前後の建物をよく調べて、
いろいろ参考にしたわけですわ。

（青山） で、模型をそれぞれ検討なさって、最後にこれでいこうという決定がなされたわけですな。

（西岡） それがちょうど四十六年の五月の中旬ごろやったと思います。最後にきまったのが。そのまえに東京の三越で模型が展覧されて、
そこで委員会が開かれ、棟の高い低いとか、柱間を増やすかどうかとかいうことが問題になって、そして、五月の十六日に現地で
もういっぺん委員会をやろうというんで、それまでに一メートル下げた図面を引いとけというんで、大急ぎで一メートル下げた図面を
引いて見てもらったわけです。そこで最終的に決定したわけです。

（下線は筆者による）



黒い部分がＲＣ造
「斑鳩の匠　宮大工三代　西岡常一/青山茂」より引用



          錣葺になっている



      断面図



　　　　　内陣のＲＣ躯体工事中 「斑鳩の匠　宮大工三代　西岡常一/青山茂」より引用



十分の一の模型

模型制作 「斑鳩の匠　宮大工三代　西岡常一/青山茂」より引用



（参考）

大岡實は薬師寺金堂の復元に当たっては「基本設計」ということになっているが、提供した薬師寺金堂復元設計図としては以下の図面がある。
正面パース、正面図、断面図、初重平面図、二重平面図、天井見上図、小屋伏図、南北断面図、東西断面図、初重各立面図、二重矩計図、
初重背面矩計図、初重正面矩計図、小屋断面図、斗栱詳細図、二重庇詳細図、鴟尾・高欄詳細図、軒反り及び隅斗栱詳細図

また、薬師寺金堂復元設計案として
第０案 正面図

第０案 正面図、側面図

第１案 正面図、側面図

第２案 正面図、側面図

第３案 正面図、側面図

第４案 正面図、側面図

第５案 正面図、側面図

第６案 正面図、側面図

第７案 正面図、側面図

第８案 正面図、側面図

第９案 正面図、側面、断図

第１０案 正面図、側面図

設計案 断面図

設計案 立面図
以上川崎市立二本民家園「大岡實博士文庫写真資料目録Ⅱ図面資料及び摺拓本資料目録」より抜粋

これだけの熟慮を加えている。そしてその前提としての元薬師寺金堂の発掘調査や長年の膨大な文化財の研究を通して復元設計図が提供された訳であって
その内容についても十分に検証することが求められるように思われる。



年月 西暦 助手 施工 構造種別

昭和45 1970 薬師寺 金堂 奈良県 奈良市 松浦弘二 池田建設 ＲＣ造・木造

工事名 所在地 工事期間 構造設計

昭和45　基本設計のみ ＲＣ部分：松本曄


